
樹木園案内

筑波大学

菅平高原実験センター
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オニヒョウタンポク

Lonicera vidalii Franch. et Savat. 

大昔の、 人がまだ住みついていなかった頃の菅乎は、 ブナ林て被われていた、 といわれ

ています。 その後、 人々が住みついて、 伐採や放牧、 農耕をくり返しているうちに、 現在

のような菅乎の自然がて
‘‘

きてきました。 現在も、 いろいろな開発が進められ、 自然は変化

しています。 そこてこの樹木園は、 この地に、 菅乎本来の自然林てあるブナ林を復元しよう

としています。 そのために、 園内の大部分にブナの幼樹を植えてあります。 現在は、 ヤマ

ハンノキやシラカンバの林床に植えてありますが、 ゃがて、 それらが成長してプナ林をつく

るものと思います。 ブナの木を植えた後は、 なるべく人の手を加えず、 鳥が運んだり、 風

によって散布されてきたりする種子から芽生えた木が林をつくるように、 自然のままに放

置してあります。 やがて、 ブナ林をつくるようになるまて
‘‘

には、 そこに住む昆虫や小鳥や

小動物の数も増えてくるて
‘‘

しょう。 こうして、 プナ林がて
‘‘

き上がるまてのプロセスを記録

するのも、 この樹木園の目的の一つとなっています。 現在ては、 いろいろな大学の研究者

や学生がブナの成長のようすや、 それに伴う環境条件の変化、 生物相の変化などを調べて

います。 このようにして、 この樹木園ては、
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この樹木園に植えられたブナ
の木の成長。
1977年に平均1.4mであった木が
1991年までに6.1 mにまで成長
した。

1977 1982 1987 1992 
（年）

菅乎の自然が、 年々どのように移り変わっ

ていくものかについて実験しています。 園

内には、 ブナ以外にも、 次の頁に示すよう

な樹木が植えられていて、 その名前を知る

ことがて
‘‘

きるようになっています。 また、

菅乎の根子岳、 四阿山の山項付近の林てあ

るコメッガ林やシラビソ林もつくられてい

るのて
‘‘

、 ブナ林とそれらの林を比較して観

察することもてきます。
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園内の主な樹木

種類名の後の記号は左頁の図中の位置を示す。

例えば、アカエゾマツはイ列7行の位置に植えられている。

マツ科
アカ エ ゾマツ（イ ー 7)

アカトドマツ（イー 3)

アカマツ（オ ー14)

アオシラペ（イー 4)

アオモリトドマツ（イー I)

ウラジロモミ（カー 3)

エ ゾマツ（アー 2)

オオシラピソ（カー I)

カラマツ（エー 6)

グイ マ ツ（イー 3)

グ ローカトウヒ （ア ーI0) 

コメッガ（イー 6)

シ コ クシラペ（イ ー 5)

シ ラ ベ（キ ー8)

ストロープマツ ・（アー 6)

チョウセンゴヨウ （オ ー I)

ト ウ ヒ （イ ー 7)

ドイツトウヒ（イー 9)

トドハダゴヨウ（アー 8)

パ ラモ ミ（ウー 6)

パンクスマツ（カ ー 9)

ヒ メコマツ（オ ー4)

ヒメマッハダ（ウー 9)

ャッガタケトウヒ（イー 8)

ヨーロッバアカマツ（ア ー 4)

リキ ダマツ（カ ー 9)

スギ科
コウヤマキ（ウー 6)

ス ギ（エー I)

メタセコイア（エー 14)

ク ロ ペ（イ ー 3)

ヒノキ科
サワ ラ （ウ ー3)

ニオィヒ バ（ウー 3)

ノ キ（ウー 3)ヒ

イヌガヤ科
ハイイヌガヤ（ウー 3)

イ
ィ
チイ科
チ イ（ウ ー2)

-―ヮ

ク

ォ

サ

ヤナギ科
オノエヤナギ（オー I0) 

ギンドロ（エー 8)

ドロノキ（カ ー 8)

バッ コヤナギ （オー 9)

ヤ マナ ラシ（エ ー 9)

カバノキ科
ウダイカンパ（オー 12)

コオ ノ オレ （カー 12)

シラカンパ（オ ー 4)

ダケカンパ（オー 4)

ハンノキ（エー 8)

ヤシャプシ（カー 3)

ヤハズハンノキ（エー 13)

ヤ．マハンノキ（キー I)

ブ

ヵ

ク

ク

ブ

ミ

コ

ニ

ヶ
ハ

ク

ャ

工

ルミ科
グルミ（エ＿ 7)

グルミ（クー 5)

シ

ヌ

ナ

ズナ

ナ

レ
ャ

）レニ．

ワ
マグ

科

ワ（エー II) 

ギ（ケー I)

リ （コ ー3)

ナ（キー 3)

ラ（コー 2)

ラ（ケ ー I)

科

キ（オー I0) 

レ （オ ー 5)

科

ワ（エー 6)

ッツジ科
サラサドウタジソッジ （ウ ー 2)

レンゲッツジ（エー 15)

ゴノキ科
コハ クウンボク（エー 4)

ハクウンポク（エ ー6)

モクセイ科
アオダモ（エー I)

ヤチダモ（エー 2)

スイカズラ科

オニヒョウタンポク （オ ー11)

オオカメノキ（キー 3)

ゴマ キ（ウー 4)

ハナヒョウタンポク （オー 11)

ヒョウタンポク（エー 11)

モクレ
プ

ムシ

ウノ

リ ノ

コ

タ

ホ

ユ

ン科

シ（オー 3)

ノゞ（エー 4)

キ（エー 2)

キ（エー 3)

フサザクラ科
フサザクラ（オー 8)

カ
ヵ

ー
キ

ッ
ッ

ヵ
ノ‘

ラ科
ラ（カー 3)

スズカケノキ科
スズカケノキ（ウー 14)

マンサク科
マルパノキ（ケー 5)

マンサク（ウー 5)

バラ科
アオナシ（カー 8)

アズキナシ（ウー 6)

ウワミズザクラ（ウー 3)

ク ロ ミサンザシ（ウ ー 4)

ズ ミ（オー I0) 

ス モモ（ウー 5)

タカネナナカマド（オ ー14)

ナナカマ ド （オー 8)

ミヤマザクラ（カ ―|）

ヤマザクラ（カ ー2)

ヤマハマナス（カ ー15)

マメ科
イタチハギ（エ＿ 11)

イヌエンジュ（オー 3)

トゲナシニセアカシア （ク ＿3)

ニセアカシア（カ―||） 

ゥ
ウ
ル
）レ

シ 科
シ（エー 8)

カエデ科

アサノハカエデ（キー 3)

イタヤカエデ（エー 8)

ウリカエデ（エー 6)

ウ リハダカ エデ （キー 3)

オガラパナ（クー 2)

カラコギカエデ（エー 7)

シパタカエ デ （ウ ー 5)

チ ドリ ノキ（ケー 3)

ハウチ ワカエデ （オー 8)

ハナノキ（エー 6)

ヒトッパカエデ（クー 4)

ヒナウチワカエデ（オー 8)

ミネカ エデ （クー 2)

トチノキ科
トチ ノキ（ケー 4)

モチノキ科
イヌツゲ（オー 13)

ニシキギ科
コマユ ミ（オー 7)

ヒロ ハッリパナ（キー 2)

マユ ミ（オ ー 9)

クロウメモドキ科
ク ロ ッパラ（カー 5)

シナノキ科
オオバポダイジュ（エー 6)

シナノキ（オー 6)

; ズキ科
ズ キ（キ ー 2)

ウコギ科

コシアブラ（キ＿ 2)

ハリギリ（エー 3)

リ
リ
ヨ

ヨ

ウブ科

ウプ（キ―|）

ン科
ダ（ウー 3)



菅 平 の 木直 彩リ

菅平の位置と気象
北 緯 36゜31'14"

東 経 138
゜

21'03"

標 高 1,320. 7m 

年平 均 気 温 6.9 ℃

8月の平均気温 20.4 ℃ 

2月の平均気温 ー 5.8 ℃

暖かさの指数 60.3 ℃ •月

寒さ の 指 数 ー 38.0 ℃ •月

年 降 水 旦 I,215.3mm

平 均積雪深 94.6cm

日 射 置 4,870.61MJ/m2/年

菅乎は本州の中央部、 上信越国立公園の東南端部にあり

ます。 年平均気温は6.9℃て
‘‘

北海道、稚内附近の海岸部の気候

と似ていますが、内陸型に近く、一 日の気温 の差が大きくなって

います。 最低気温はマイナ ス28℃に なった記録があります。

8月の平均気温は 20.4℃と夏て
‘、

もとても涼しいところて
‘‘

す。

年間の雨量は約1,215 . 3mmて
‘‘

、雪は11月下旬に降りはじめ4

月上旬まて積っています。地形は、 根子岳(2,207m)、 四阿山

（気象貸科は1981年から 1990年までの本センタ ーでのII!;,.1に基ずく） （ 2,354m)の昔it且余斗廿iに仕:がる高原と西部の大松山の山塊、

その間の盆地状の地域とからなっています。 盆地の中央部には菅平湿原があります。 これ

は、 かつて根子岳、 四阿山が噴火して川が せき止められ、 そこにてきた湖が 、 その後、 次

第に陸化して、 現在の湿原として名残をとどめているものといわれています。

土壌は、 火山灰を起源とした黒ボク土といわれる土て
‘‘

す。

菅乎 の植物群落は、 大き く次の三つに区分することがてきます。(1)根子岳、 四阿山の項

上付近のシラビソ、 コ メッガなどの亜高山帯針葉樹林、(2)かつて、 ブナやウラジロモミの

林てあったところが伐採されててきたダケカンバ、 シラカンバ、 アカマ ツの林やススキ、

シバの草原、(3)菅平の低地に広がる ハンノキ林とオニナル コ スゲ、 オオカサスゲの優占す

る湿原。 根子岳、 四阿山の針葉樹林の地域には、 コ ケモモ、 ガン コ ウラン、 クロマメノキ、

シラタマノキが生育し、 さらに登ると、 ハクサンオミナエシ、 ヒメシャジンなどが生育し

ています。 この針葉樹林を下ると、 ダケカンバ、 シラカンバの林が広がり、標嵩1,300m付

近からアカマ ツ林が多くなります。 アカマ ツ林、 シラカンバ林などが伐採された跡には、

ススキの草原が広がり、 その中に ヤマハギ、 マ ツムシソウ、 グンバイズJレ、 アヤメ、 ウメ

バチソウ、 アズマギクなどが生えています。 また、 ツ キヌキソウも希に見かけることがあ

ります。 このススキ草原に放牧をするとシバ草原へと変わります。

平坦部は、 レ タ ス、 キャベッ、 ハクサイなどの高原野菜の畑となっていて、 盆地の一番

低いところには菅平湿原が広がっています。 湿原には、 下流側に ハンノキ ー ヤチダモ林、

上流にオオカサスゲ、 オニナル コ スゲなどの優占する群落 があり、 中にハナヒョウタンボ

ク、 オニヒョウタンボク、 クロミサンザシ（エゾサンザシ）、

シバタカエデなどの珍しい植物が生育しています。 また、 根

子岳、 四阿山を刻む渓谷沿いに発達した林には、 ミズナラ、

アズ キナシ、 シナノキ、 ヤマハンノキなどが繁茂し、 独特な

景観を見せています。 それらの林縁には、 ヤマハマナス（カラ

フトイバラ）の美しい花がみられます。 菅平大洞地区のブナ林




